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戦
没
者
の
春
の
方
ヘ

盤
別
給
樹
金
の
お
し
ら
せ

（雪

星

）

特
別
給
付
金
と
は
、
先
の
大
戦
に
お
い
て
公

務
等
の
た
め
亡
＜
な
ら
れ
た
夫
を
失
っ
た
妻
、

ま
た
は
旧
軍
人
軍
属
等
の
父
母
で
、
戦
没
者
が

死
亡
し
た
た
め
子
孫
が
絶
え
た
人
に
対
し
て
支

給
す
る
も
の
で
す
。

対
象
者
平
成
２５
年
４
月
１
日
に
お
い
て
公
務
扶
助
料
、

遺
族
年
金
等
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
戦
没
者

の
妻
の
方
等
で
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を
満
た

す
方
◎
第
二
十
二
回
特
別
給
付
金

「
い
号
」
国
債
を

受
け
ら
れ
た
戦
没
者
の
妻

◎
昭
和
３８
年
４
月
１
日
か
ら
引
き
続
き
公
務
扶

助
料
、　
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
権
利
を
有

す
る
戦
没
者
の
妻

支
給
内
容

額
面
２
０
０
万
円
、
１０
年
償
還
の
記
名
国
債

請
求
期
限
　
平
成
２８
年
６
月
１３
日
ま
で

※
期
限
を
過
ぎ
る
と
手
続
き
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
請
求
手
続
き
な
ど
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
＜
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

棟
鼎
讐
糞
碗
所
昇
基
套
節
位
係

（安
い□
∩
υ８
②
２
２
１
６

・中
央
公
民
館
講
座

親
子
和
栗
子
づ
く
＝
教
室

親
子
で
和
菓
子
づ
く

り
に
挑
戦
し
、
和
菓
子

づ
く
り
の
素
晴
ら
し
さ
、

そ
し
て
親
子

一
緒
に
体

験
す
る
楽
し
さ
を
味
わ

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
１０
月
２６
日

（土
）
１５
時
～
１７
時

場
所
　
中
央
公
民
館
調
理
室

講
師
　
山
田
勧
氏

（御
菓
子
司

□
□
黒
船

）

定
員
　
親
子
１０
組

対
象
　
市
内
在
住
の
小

・
中
学
生

全
員
硬
生
可
）

と
そ
の
保
護
者

（初
め
て
体
験
す
る
親
子
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
）

参
加
費

（材
料
費
込
）

２
人
参
加
　
１
，
０
０
０
円

３
人
参
加
　
１
，
５
０
０
円

持
ち
物
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

（バ
ン
ダ
す
、
帽
子
）
、

手
拭
き
用
の
タ
オ
ル

（各
自
１
枚
）

申
込
方
法

左
記
ま
で
、
お
電
話
で
申
し
込
み
＜
だ
さ
い
。

※
１０
月
１
日

（火
）
午
前
８
時
３０
分
よ
り
受
付

開
始
し
ま
す
。

（先
着
順
）

申
込
み

ヨ
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
　
　
８
④
５
０
５
５

◎訂正とお詫ぴ
9月 6日 (金)に各世帯へ配布した「ちゃんと眠れてま
すか ?」 (A3二つ折パンフレット)の裏表紙、相談機関
(く らしの相談)に誤りがありました。
訂正してお詫びいたします。

問合せ先 福祉事務所障害福祉係 (窓□⑥)a②2216
●<らしの相談

相 談 窓 □ 電 話 番 号 所  在  地

正
静岡県東部県民生活センター

(消費生活相談)
055-952-2299

誤
静岡県東部県民生活センター

賀茂駐在
0558-24-2299

下田市中531-1

(下田総合庁舎内)

保
護
者
の
人
数
に
応
じ
て
の

（原
則
２
枚
）

交
付
を
開
始
し
ま
し
た
。

夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
カ
ー
ド
を
携
帯
で
き
る
の
で
、

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
幅
が
広
が
り
ま
す
。

必
要
書
類
　
身
分
証
明
書

・
現
在
お
使
い
の

子
育
て
優
待
カ
ー
ド

問
合
せ
先
　
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

（窓
□
⑥
）
８
②
２
２
１
６

し
ず
お
か
子
育
て
優
待
カ
ー
ド

も

っ
こ
便
利
に
な
＝
き
し
た


